
解 答
宗 問１ タンパク質 イ 脂肪 ウ 問２ ア，カ 問３ 葉 問４ ウ，エ 問５ 水

問６ ① ア ② ウ

就 問１ エ 問２ ウ 問３ イ 問４ ア

州 問１ ① 60 ② 300 問２ ③ 84 問３ ④ 60 ⑤ 32 問４ ⑥ 62.4

修 問１ ① ４つ折りにし，３枚と１枚になるように円すい形に広げる

② 水でぬらして，すき間ができないようにする

問２ 101 問３ 方法２の方が，方法１よりも大きな結晶ができる。 問４ ① ア ② エ

問５ 唄 ウ 欝 固体Ｃは温度による溶解度がほとんど変わらないから。

愁 問１ ③ エ ④ ア ⑤ ウ ⑥ イ ⑦ オ 問２ ② 問３ ③，⑤，⑦

問４ 唄 ○ 欝 × 蔚 ○ 鰻 × 姥 × 問５ ① イ ② エ 問６ ①

拾 問１ ウ 問２ ① 0.08 問３ ② 14 ③ 0.12 問４ （正）比例

問５ 108.5 問６ 112 問７ ３

洲 問１ 唄 45 欝 ３ 問２ 唄 55 欝 25 蔚 15，30 問３ 高さ 30 速さ 20

解 説
州 問３ ④ 地面のどこにも同じ量の雨が降っているから，水平方向に移動しても変わりません。

⑤ 図２の面Ａの面積（60×80)×移動距離（２×60）の空間の雨滴が面Ａにあたります。問１の60×60×300の
い どうきょ り う てき

空間の雨滴が60ｇであることから，５ｍの落下速度の雨滴に２ｍの速度で水平移

動して面Ａにあたる雨水の量は32ｇ（60×80÷60× ）です。２
５

問４ 問３④より，（図①）の面Ｂから48ｇ（60× ），⑤より，面Ｃから14.4ｇ（3248
60

× ），計62.4ｇたまります。36
80

拾 問２ 表１で，酸素が56安発生すると，過酸化水素が0.16ｇ（0.32－0.16）減少して

いることから，同様に考えます。さらに３分（６－３）経過したときは酸素が28安（84－56）発生し，過酸化水

素は0.08ｇ（0.16× ）減って0.08ｇ（0.16－0.08）になります。28
56

問３ 表２の②は，表１の９分経過と６分経過の酸素発生量の差14安（98－84）です。表２の間隔０～３分の過酸
かんかく

化水素の平均量0.24は，表１の経過時間０分と３分の過酸化水素量の平均値 （(0.32＋0.16)÷２）ですから，③

は同様に表１の経過時間３分と６分の過酸化水素量の平均値0.12（(0.16＋0.08)÷２）となります。

問７ 表１で，経過時間３分ごとに過酸化水素が半分になっているから，4.8％の過酸化水素水10ｇ中の過酸化水素

の量0.48ｇ（10×0.048）が0.24ｇになるのも，３分です。

洲 問１ 唄 （図②）の左から３本目の軌道が，速度15m/秒で
き どう

発射されたときで，水平方向45ｍの地面に落下します。

欝 （図②）で，どの発射速度のときも 地面での到達距
とうたつきょ

離÷速度＝３秒となっていて，垂 直 方向の落下距離が
り すいちょく

同じとき，落下時間は同じになることがわかります。

これは，物体の重さがちがっても同じです。

問２ 唄 （図②）でどの発射速度でも高さ40ｍを通過する

ときの壁からの距離は５ｍずつ増えていて，高さ25ｍ，
かべ

０ｍでも同様に壁からの距離は発射速度に比例してい

ることがわかります。横軸50ｍに，高さ40ｍ，厚さ５

ｍの壁があるから，水平距離55ｍ（50＋５）を高さ40ｍで通過すればよいので，発射速度は55m/秒（5× ）55
５

必要になります。第二の壁がなくそのまま進んだときの軌道は（図②）の点線になり，発射速度25ｍのときは

75ｍ（15× ）地点に落下します。第二の壁の左側面ではねかえったときの軌道はその面で線対 称 になるか
せんたいしょう25

５
ら，落下地点は第一の壁から25ｍ（50－(75－50)）になります。

(3) （図②）に示すように，発射速度25ｍと30ｍの物体と，15ｍと20ｍの物体同士は 衝 突 消 滅し，5ｍと10ｍの
しょうとつしょうめつ

物体はそれぞれ15ｍ，30ｍの地点に落下します。

問３（図②）で，高さ45ｍ，速度10m/秒で発射された物体は２秒後に壁から20ｍ，高さ25ｍの位置にくるので，１

秒後に遅れて発射される物体は，差の１秒で５ｍ落下する分と先に落ちた物体の高さ25ｍの計30ｍを落下して衝

突することになり，それが発射時の高さになります。そして，壁から20ｍはなれた位置に１秒後にくるのは，発

射速度20m/秒のときです。
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